
作品番号：02600045

作品タイトル：太刀　銘則国

作家：則国作

キャプション：鎬造、庵棟、鍛え小板目、刃文細直刃,１口,   　古代の手工業は、奈良時代から平安時代前半頃まで、旧国ごとにさまざまな品目をある程度自給的に生産する体制がとられていたが、10世紀頃から次第に諸国での特産品が生産されるようになった。とくに付加価値の高い工芸品は、平安京の貴族家政機関や寺社付属工房、職人集住地区などで集中的に製作され、全国に流通した。　刀剣も例外でなく、三条界隈に刀工が住まい、後に三条派と呼ばれた。続いて平安時代末期ころには、東山の粟田口（あわたぐち）に、国友、久国、国安の三兄弟が粟田口派を起こした。則国は、国友の子とされる刀工である。　この (..)

コレクション：京都国立博物館

ソース：

撮影地：

撮影年月日：

学術名：

クレジット表記：(c)@KYOTOMUSE / Artefactory

モデルリリース：なし

プロパティリリース：なし

ピクセル数：5631px × 2103px

印刷サイズ：40.9cm × 15.3cm

データサイズ：9.2MByte

ファイル形式：JPEG

https://www.artefactoryimages.com/02600045/


